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In this study, we have clarified Japanese swim-style by organizing origin of each 

organizations’ Japanese swim-style and development through investigate those cases of 

propagation and diversities of Japanese swim-style. 

Japanese swim-style was originated mainly in the Edo era. After Codified in 

samurai culture, education elements were applied and it led to Modernization the 

Japanese swim-style in the Meiji era. 

From the case of Kanazawa propagation of Seikiryu, It was referring to the 

transformation of swimming as it started from individuals. In addition, after Japanese 

had revealed the process of introduction to Taiwan. In conclusion, this study has 

revealed transformation by education elements. Furthermore, the concept of 

Organization has vanished through propagation and it led Japanese swim-style to be 

way of survival, which indicates unique transformation of Japanese swim-style. 

 

 

本研究の目的は、日本泳法の発祥と展開、泳法を整理し、日本泳法各流派における泳法

の変容及び、日本泳法の伝播事例の検討から、伝播に伴う泳法の変容を明らかにすること

であった。そのために、鎌倉時代から江戸時代にかけて起こった日本泳法の発祥と展開及

び、各流派における泳法の変容、近代以降の日本泳法流派の成立と近代教育制度への日本

泳法の導入、日本泳法の伝播、それに伴う泳法の変容について検討してきた。 

第一章では、鎌倉時代から江戸時代にかけて起こったとされる、12流派の発祥と展開につ

いて述べた。まず、小堀流は、熊本発祥の流派で、武士の嗜み、戦の手段として用いるこ

とを目的とする、踏足と呼ばれる水を踏むように動かす足の動作を特徴としていた。山内

流は、1823年頃に、別府湾の穏やかな海に起こった流派であり、泳法は平体・横体・立体

全ての体位を有した、水との親和性を強調した流派である。神統流は、大永年間（1521－

1527）頃に島津藩（鹿児島）に起こった流派であり、宗教的な性格を有した流派であった。

神伝流は、伊予大洲藩（現在の愛媛県）発祥の流派であり、特に岡山県津山で大成した。

神伝流の泳法は、水上・水中・水底それぞれ、静かにおよぎ行く方法から力強くおよぎ行

く方法までが備えられており、他流は水上の游ぎを主としている中、水中、水底にも水上

と同様に数多くの泳法が存在しており、戦いを想定した泳法が特徴である。主馬神伝流は、

大洲に伝えられた神伝流が1流派として分派した流派であり、2014年2月に日本泳法として

認められた。泳法は、神伝流と共通点も多いが、主馬神伝流には、甲冑を身につけて游い

だり、刀を持って游ぐといった武士の戦いを想定した泳法が少なく、武士の戦いよりも、

自然水域の様々な水勢に対応することを第一とした流派である。水任流は、1643年に、高

松藩に起こった流派であり、肘を棒のように伸ばして泳ぐ棒抜手が独特の泳法として知ら

れている。小池流は1619年に和歌山に起こった流派であり、能島流から派生して起こった

流派とみられる。泳法は7門48法を基本とし、平体・立体が主体である。岩倉流は、1710



年和歌山に起こった。6部門の泳法を有しており、跳飛術と呼ばれる水面上に大きく跳ね上

がる動きなど、見た目に派手な泳法が多く、優美さとダイナミックさを兼ね備えた流派で

ある。能島流は、1278年～1287年頃に和歌山に発祥した流派であるとされる。シンクロナ

イズドスイミングの嚆矢とされる浜寺水練学校で現在も伝承されており、武士の戦いを想

定した泳法も多く、特に、立泳を得意とする流派である。観海流は、津藩に起こった流派

で、1852年に宮発太郎が津藩に立ち寄ったことがきっかけで藩校有造館の武術教科に採用

された。泳法の数は少ないが、長距離泳に非常に適した平泳が特徴である。水から上がっ

てすぐに戦えるだけの体力を温存しながらおよぐという、戦いを想定して起こされた流派

である。水府流は、1600年代に水戸藩に起こった流派であり、上流で起こった上町系と下

流で起こった下町系の2系統の泳法が存在している。扇足を用いた横泳が基本泳法であり、

流れのある川をおよぎ渡ることを目的として考案された泳法が主である。向井流は、徳川

家康が徳川水軍を構成するために向井家を招いたことがきっかけで起こった流派である。

上下動や左右の動きの少ない泳法が多数ある。また、飛込の種類が多いことも特徴である。 

以上の鎌倉時代から江戸時代にかけて起こった日本泳法12流派には、小堀流や山内流、

神統流、能島流、岩倉流、観海流、向井流、水府流のように、一流派が独自の発展を遂げ

た過程だけでなく、神伝流、主馬神伝流、水任流、小池流に生じた練習実施場所の移動や

指導者の交代などによる、泳法の変容によって別の流派として確立された経緯をみること

ができた。この時期に起こった日本泳法各流派は、流派という意識を強く持っていたため

に、泳法の変容は流派の分派へつながったといえる。その他にも、変容に寛容な流派もあ

り、小池流には、流派内における師範の交代、環境の変化による泳法の変容もみられた。

近代に至るまでに生じた泳法の変容は、流派の分派を生じさせ、結果として流派としての

意識を強めることとなった。流派ごとに独自に発展を遂げた日本泳法の変容過程は、殊に

近世においては、日本泳法の特徴であるといえる。 

第二章では、近代以降に起こった日本泳法の流派の発祥と展開、そして、明治期に至っ

て武士が消滅し、近代教育制度が開始される中で日本泳法が近代化される過程を検証した。

近代以降の日本泳法には、近世における日本泳法とは異なる変容が生じた。日本泳法各流

派の長所を採用した泳法が創案され、それぞれの地域や水域による特性を活かした限定的

な泳法を脱し、全ての水域に対応することを目的とした水府流太田派が成立したのである。

この流派は、江戸時代以前に起こった日本泳法とは発祥経緯の異なる近代的な流派であり、

泳法の統一という動きをみてとることができる。また、水府流太田派を元にして新たに泳

法が創案され、段級制度が導入されるなど、教育的要素を強く有した造士会水術や高師流

泳法が学校教育に導入され、卒業生が赴任校で教授したことで、全国に広まり、浸透して

いった。これは、日本泳法の統合及び学校教育への導入という、近代化による日本泳法変

容の一例といえる。この時創案された泳法は、実用的及び教育的性格の強い泳法であった。

つまり、明治期に至り、武士の消滅によって、流派という概念が取り除かれるとともに、

日本泳法の実用面・教育面の強化が図られ、日本泳法の近代化が起こった。このことは、



戦いの手段や武士の鍛錬を目的として起こった日本泳法が、新しい時代に積極的に対応し

ていくことによって生じた変容であったといえよう。 

第三章では、清記流を例に、現在も伝承されている日本泳法の伝播と変容を具体的に検

証した。その中で、金沢の清記流泳法と練習内容及び金沢への伝播に伴う泳法の変容を明

らかにするため、阿部壮次郎から直接清記流を学んだ田中昭紀氏に、インタビューを実施

した。その結果、金沢における清記流と臼杵の清記流に、環境による違いをみることがで

きた。臼杵の穏やかな湾内の海で教授される清記流本来の泳法と比較して、金沢では潮流

を体感するなど、より海の動きに逆らわずにおよぐことが求められていた。金沢の清記流

は、練習日がほぼ毎日であり、台風の日の荒れた海や冬に薄氷の張ったプールなどの特殊

な環境での練習も積極的に行われていた。金沢に伝えられた清記流は、臼杵で展開されて

いた清記流に阿部壮次郎の信念を強く反映させた、阿部流の清記流泳法であった。しかし、

それは阿部壮次郎独自の水術というよりは、清記流の「生きるための泳法」をベースにし

たものであり、清記流の本来の理念から逸脱するものではなかった。すなわち、金沢に伝

えられた清記流は、阿部壮次郎が清記流本来のおよぎを忠実に金沢に伝えたことで、自然

に金沢の水域に合わせた泳法へと変容が生じたと思われる。この変容は、規則や規制に縛

られず、個人的な意思で日本泳法が伝えられたことによって、流派という概念に捉われず

に、生きるためという要素が強く表れた事例である。これは、客観的にみると、個人の力

で泳法が伝播し、変容が生じたことによって清記流阿部派が成立した過程であったともい

えよう。 

第四章では、日本泳法の2つ目の伝播事例として、日本統治下台湾における日本泳法を取

り上げた。日本統治が開始された1895年当時、台湾の一般的な人々にとって水泳は馴染み

のない運動であった。台湾において組織的な水泳講習が開始されたのは、1907年のことで

あった。この、組織的な水泳講習が開始されるまでの1895年から1906年には、日本泳法に

関する新聞報道が2件みられ、極めて断片的ではあるが、水泳活動そのものの習慣がほとん

どなかった台湾に於いて、在台日本人が日本泳法を披露したり、水泳大会を実施するなど、

日本泳法が断片的ではあるが、紹介され始めた時期であった。1907年に至って、古亭庄水

泳場において体育倶楽部水泳部による水泳講習が開始された。さらに基隆水泳場において

も水泳講習が実施された。1907年は、組織的な水泳講習が実施され、この後毎年継続され

ていく活動となったという点で、台湾水泳史において重要な意味をもつ年である。1907年

に水泳講習会が開始された後、台湾における水泳の活動は年々盛り上がりを見せるように

なった。古亭庄水泳場では、流派を限定しない日本泳法が教授され、小堀流、水府流、観

海流などの泳法が泳がれた。基隆水泳場については、観海流の指導が行われていたと報じ

られている。遠泳を中心とした練習内容からみても、観海流の指導が実施されていたこと

は間違いないであろう。1913年に至るまで、古亭庄水泳場及び基隆水泳場における日本泳

法の教授は続けられた。そして、これらの日本泳法は、在台日本人によって教授され、在

台日本人がその教えを受けていた。特に、中学生期にあたる日本人少年が台湾において日



本泳法の習得に励んでおり、1907年から1913年にかけては、日本人が台湾に日本泳法を導

入した時期であるといえる。1914年に至り、古亭庄水泳場及び基隆水泳場では、継続して

水泳が教授され、特に古亭庄水泳場では水府流太田派や神伝流、小堀流、水府流など様々

な流派が統合された高師泳法の指導が実施されたとみられる。基隆水泳場には、遠泳の他

に数種類の水府流太田派や高師流とみられる泳法が導入されたが、やはり主となっていた

のは観海流の平泳であった。この時期には、神伝流、水府流、水府流太田派のおよぎ手で

あった加福均三が、台湾で実施されている水泳を水府流に統一すべきであると提唱するな

ど、流派という概念が強くなかった台湾に流派の概念を導入したり、流派統一の動きはみ

られるものの、実際には一つの流派に拘らず、様々な流派を取り入れた指導が行われてい

たと思われる。さらに、1920年には、泳法の研究と学校教育への水泳導入のために、14歳

以上の台北在住の男子によって水泳研究会が設立され、水泳を一般的な運動にするための

本格的な動きが始まった。水泳研究会では、水府流太田派・高師流泳法のような、教育的

要素を有した泳法の研究が主とされた。 

このように、日本統治期の台湾へ伝えられた日本泳法は、日本人が台湾に順応すること

を目的として実施されたことから、実用的な部分が強調されている。また、日本統治開始

当初、水泳習慣自体がなかった台湾でおよぐために、教えやすく理解しやすい教育的要素

が必要とされた。そのため、日本統治下台湾には、1895年から1906年頃まで、断片的に日

本泳法の流派が紹介されてはいるものの、日本各地で発祥した日本泳法の流派は根付かず、

1907年から1920年頃にかけて、水府流太田派や高師流泳法のように、実用的かつ教育的要

素を強く有したおよぎが導入され、浸透していった。これは、教育制度へ導入するために

流派という概念が取り除かれた伝播の事例である。 

以上のことから、本研究では、鎌倉時代から江戸時代にかけて起こった日本泳法は、泳

法の変容が流派の分派を生じさせ、結果として流派としての意識を強めるとともに、流派

ごとに独自に発展を遂げた過程が明らかになった。これは、近世における日本泳法の特徴

であるといえる。また、日本泳法は、教育制度へ導入するために生じた変容、流派の概念

が取り除かれたことによって生じた変容を伴ってきたことも明らかとなった。これは、こ

れまで明らかにされてこなかった日本泳法の変容に関する歴史の一例である。以上のよう

に、日本泳法の変容過程は様々であったが、その変容は、野球やサッカー、柔道のように、

現在、ポピュラーなスポーツの、国際的な組織化や大衆化、観衆の増加に伴う変容過程と

は異なる日本泳法の特徴であるといえる。 

 
 








